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　はじめに

　2011年8月30日，この日はヒジュラ暦1431年のシャツワール月1日，すなわちこの年

のラマダーン月が終了して3日間の休日に入った初日，かつトルコ共和国が定めた「勝利記

念日」であり，イスタンブル市内中心部の繁華街では普段の賑わいが絶えた日であったが，

筆者は一人イスタンブル西郊にあるブユク・チェクメジェの石造橋〔写真1〕を見学に出か

けた。初めて見る石造橋は四つの大きなアーチ橋からなり，それを構成する小アーチの総数

28という重厚長大な建造物で，その規模の壮大さは見る者を驚嘆させるに充分な迫力が

あった。橋の東側のたもとにある解説版によると，この石造橋は全長が636m，幅7．17　m

という長大な建造物で，建設に当ったのは有名な大建築家ミイマール・スィナーンであり，

スルターン，スライマーン（大帝）がハンガリーのシゲトヴァル（Szigetvar）遠征にあ

たって建設を命じたものだが，この遠征中にスライマーンが病没した（1566．9．6．）ために，

後継者であったサリーム（2世）が975（1567／8）年に完成させたものであるという。筆者

はこの石造橋に残る石板銘文の調査に赴いたのだが，本稿ではこの石造橋に残る，その建設

を記念したふたつの銘文を紹介し，併せて石造橋に関するふたつの歴史的な記録を紹介した
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いと思う。

　1　石造橋に残るふたつの石板銘文

　イスタンブル市の西方，ヨーロッパ側のマルマラ海沿いを30km余西方へ進んだところ

にBUyUk　Gekmeceというマルマラ海につながる大きな汽水湖（潟）があり，この湖を東西

に横断する石造橋の西端に近い橋上に二つの石板銘文が向かい合って設置されている〔写真

1〕。そのうち南面する銘文はアラビア語で5行分，対して北面する銘文はオスマーン・トゥ

ルク語で4行分あり，同一の書家によって書かれていることが分かる。

　（アラビア文字原文中の縦線は，改行を示す。　　　部分は固有名詞，　　　部分は支配

者等の名前に付けられた修飾辞，　　　部分は讃辞や追悼句を，（）は原文の補足，【】

は原語のカタカナ表記を示している。）

A．［南面する銘文］（アラビア語の原文）〔写真2〕

O」の畔のLkS．の闘1αl　ouml　Jhi劃aLaJA」卵L掴b」4÷1・Mi廻l　Uの燐LP・・l　j

“・ab5♂福』1輿tひ」蘇り♪メl　s恥1蕾のb坤5・』L回1山島ひ1桃eeMlのta幽OJ

Jy岬1の駆ib些ソ1のu⊥jl　l　i5A　4all巧のu・1・dl心砿凶♂σ心硝の国15　tSNl

dW1のゆ1のu⊥Ldi1ωのヒ・癖のu山のu劃l　delの闘1酔」ソ1♂劃」』縛し｝メ‘歩

ω→激のuml　dHl畿一の闘l　L：Hi　il．）・・L：）umi　de1…S・“のu軸1ω翰』6四l　c：91辿oum1

劃」卑のりt」sl　Jl仙自≒b磁・：・su　yの膳び』』l　L：”10LiJJI　ou・Nl　L：”11　）LMのum1

　　　　　　　　　　　　　　・：A＝…LL鮎」。唾aSL・・…IJ　L紳』L婚tU♂のし郵1」動瞭L浜

　（日本語訳）

　かつてスルターンの子のスルターン，スルターン，スライマーン・ハーン・イブン・サ

リーム・ハーンー神よ，彼を最後の審判の怖れから護りますように一が至高なる神

の満足のために，この優i雅な橋【ジスル】，広壮な渡し場【マアバル】建設の基礎を置いた。

その後彼（スライマーン）は故人となり，低劣な現世から（神の）慈悲と楽園の方へと移住

し，その後息子のスルターンが即位した。そしてこの最大のスルターン，偉大なるハーカー

ン，アラブとアジャムの王たちの主人，大地にある者たちの神の影スルターンの子のスル

写真2
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ターン，スルターン，サリーム・ハーン・イブン・スルターン，スライマーン・イブン・ス

ルターン，サリーム・イブン・スルターン，バーヤズィード・イブン・スルターン，ムハン

マド・イブン・スルターン，ムラード・イブン・スルターン，ムハンマド・イブン・スル

ターン，バーヤズィード・イブン・スルターン，ムラード・イブン・スルターン，ウール

ハーン・イブン・スルターン，ウスマーンー彼の政権が絶えることなく，その国運が時

の終わりまで永続し，クルアーンにかけて神が彼ら二人の善行を受け入れるように一が

975年にそれを完成した。これを書いたのはダルウィーシュ・ムハンマド。

B，［上記の銘文と正対して北面する銘文］（アラビア文字の原文）〔写真3〕

ε♪ψ距IelA二L＞i　9⊥W」1　．F“i・sψ血h　l縛幽・』Ljm　4Jl。b　bLSz　I　SI誤のUel“abLU．　th」Lhs

GIM　L）SeJts　Gaji　1　e“LD　N　．”　lfSJI　LtsASI　ifSl　1　eilsu　oL2＝L”　LSs　LPS　g－1　gss　1　eestti1　aL3“　g一，“

　　　　　　　　　　　　　　　ts・a漉刀』遜1｛・，｝ii」14・：’L　VN　StりjJl　・，aiψ噛lC）しゅJJI

（転写）（ノは詩行の切れ目を，／は半句の切れ目を示している。）

Hazret－i　Sultati　SUIeyエndn　kim　ona／Sah　rah　ola　slrat－i　mUstaqim　／／　baSladi　bu　cisr　olmadi

bUn　tam2m／qlld1‘azm　sQ－yi　cennatu’1－na‘im／geldi　ani　zill－i　haqq　Sultan　Selim／etdi

takmil　oldi　bir　cisr－i　‘azim　／／　dedi　t2rihin　Huday　ol　zaman　／　yabdi　ab　Uzere　bu　cisri　＄eh　Selim

／／　katabahu　Dervr＄　Muhammad

　（日本語訳）

　スルターン，スライマーン陛下一彼にとって王道が真直ぐな道となるように一が

この橋【ジスル】の（工事を）始めたが，基礎は完成しなかった。彼は安寧の楽園へと向

かった。彼を継いで真理（神）の影であるスルターン，サリームが到来した。彼は（橋を）

完成させ，それは巨大な橋となった。フダーイーがその時に年代を詠んだ。サリーム王が水

上にこの橋を築いた，と。これを書いたのはダルヴィーシュ・ムハンマド。

（解説）

Aの銘文中には石造橋を完成させたスルターン，サリーム・ハーンについて「最大のスル

ターン，偉大なるハーカーン、アラブとアジャムの王たちの主人，大地にある者たちの神の

影スルターンの子のスルターン」という5種類の修飾語が付せられ，また，初代のオス

i難・t

一認焦

．・

禰1．μ
“t’

　Sk　he．t叫二」、．，、

擁

写真3



トルコ共和国イスタンブル西郊ブユク・チェクメジェ石造橋についての覚書 59

マーンからサリームに至る11代のスルターンの名前が系譜順に全て記されている。筆者の

これまでの調査によると，当代までのスルターンたちの名前が全て記された石板銘文は，

ディメトカ（エディルネの南方，現ギリシア領）のスルターン，ムハンマド1世ジャーミウ

（1420年，全5代）［井谷2008：4一⑤銘文］，イスタンブルのファーティフ・ジャーミウ

（1463年頃全7代）［井谷2005：！6－22］，スライマーニーヤ・ジャーミウ（1557年，全10

代），スルターン・アフマド・ジャーミウ（1616年，全14代）［井谷2009：銘文⑦，⑩コの

4点しかなく，これらがいずれもそれぞれの時代を代表する，非常に著名な建物に付せられ

ていることを考慮すれば，この石造橋の銘文も文字が流麗で美しく，サイズが大きく立派な

ものであることからスルターン，サリーム時代を代表する刻銘文資料のひとつであると考え

られよう。この銘文の本体から少し離れて，左右の上隅にこの銘文と同じ筆跡で次のような

2点の石板銘文があり，それぞれの位置は離れているが，内心的には連続している内容であ

る。〔写真4＆5〕

　（アラビア文字の原文，問にある縦線より前の部分が右上隅肉，後の部分が左上隅端）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de」・）L“AUJ　4劃Pt　l劃単。），」垣繋tC

　（日本語訳）

　ユースフ・プン・アブドゥッラーフが造った。神が彼と実行者たちを赦すように

　この部分は石造橋建設の施工者の名を挙げたもので，ミイマール・スィナーンの名は見え

ないが，建築家スィナーヌッディーンの本名であるユースフが示されているのである。

「ユースフ・プン・アブドゥッラーフ」という名乗りからは，彼の父がアブドゥッラーフで

あったことが窺われるが，スィナーンの一族はムスリムの家系ではなく，元来アナトリアは

カイセリ出身のルーム系であり，デヴシルメによってオスマーン朝の宮廷に出仕したことは

よく知られている。従って彼の父は異教徒（キリスト教徒）であり，このような場合，父親

の名は「アブドゥッラーフ」となるのが通例である。イスラームの預言者ムハンマドの父ア

ブドゥッラーフは，ムハンマドの生誕前に死去したことが知られているが，当然アブドゥッ

ラーフはムスリムではなかった。これに因んだものか，イスラーム世界での新改虚者が自ら

写真5 写真4



60 井谷鋼造・岩本佳子

の系譜（ナサブ）を示す場合，異教徒であった父親名が仮にアブドゥッラーフとされていた

のであり，実名を示すものではないと考えられる。

　Bの銘文は，前掲Aの銘文と比べると字数が少なく，オスマーン・トゥルク語の韻文で

書かれていることが特徴であり，韻律は，長短長長／長短長長／長短長の音節順になるラマ

ル韻が粥いられている。銘文に年代は現れていないが，「サリーム王が水上にこの橋を築い

た」の部分のアラビア文字（幽繊夢沖Pt・Jjsi？l　if411）をアブジャド順のクロノグラ

ムで読めば，A銘文と岡じ975年という年代が読み取れる1）。オスマーン朝期の！6世紀前

半までは，特に遺例の多いマスジド・ジャーミウなどの建造物の創建，修復等を記録する刻

銘文資料は，12世紀のセルジュク朝時代以来，前掲A銘文のように，専らアラビア語で書

かれており，16世紀後半になってからはオスマーン・トゥルク語による銘文が残され始め，

！7世紀以降アラブ地域を除くオスマーン帝国領内ではそれが主流になっていくというのが，

筆看のこれまでの刻銘文資料調査の結果と経験から得られた劾銘文資料上の使用言語に関す

る歴吏的概観であるが，その見通しから言えば，アラビア語の主銘文と位置的にも対になっ

たBの銘文はこれ以後，トゥルク語の銘文が増加していく隠期の最も早い例の一つである

と考えられるのである。これらふたつの銘文を書いたダルヴィーシュ・ムハンマド（1591

年没）という人物は，能書家アフマド・カラピサーリーに書を学び，「カラピサーリー・デ

ルヴィーシュ」という名で知られていた2／。

　2　ミイマール・スィナーンの墓所に掲げられた石板銘文

　イスタンブル市内の観光名所のひとつであるスライマーニーヤ・ジャーミウ（スユレイマ

ニイェ・ジャーミイ）の構内の西北端に近く，ジャーミウの構内から狭い道を挟んだ一隅に

オスマーン帝国を代表する建築家スィナーンのごく小さな墓所に，南面する以下のような石

板銘文が掲げられている。

（アラビア文字の原文）〔写真6］

Pt　JLcu・，・，一｝I　l旧し山のLs　i　o躰」k鵯｝」鵡轟疎u　est＞1のしS・a・igL＞“i騨議。．ss函l　Ptの領t♂

一，」一hi一　1　eus1　‘LllJli．ee　．s，一a　L．」一，iE　‘LljltsLxas　Ml　1　Ous　Oi　＞tp　l　ewsaS　Jons　（t，aL　pL　pt　if“　1　dwss　“．，A

旗ba3b3n働l　J鼻1函興）tU　bth　os魎、博喚idのlfss心ヒ♂』昌gl・．・9Usl

clssl　l　o）jee　lのb調i》．）901　MhL　eiJ1び瓜」5やi1・3e　Lslle準M・轟J　oaj．seiJ」」di“1910L邸

es“i　Lsab　LsatU」≦o￥tSJ　iび添と秘し・s　iiの声ls　eSJie♂3典Icugs　6距顛ヒes轟JeN＃．沖

のL陣」．溜bael　oL．．i届色σ．蔚コJ　l『『？び晶。しLonn．凋OMt＆・〉。i・ai　Pt　esi？s　l　LS3SeJli

（転写）（ノは詩行の切れ目を，／は半句の切れ目を示している。）

！）　ふたつの銘文は（；ulpan　1975［144一｝45］にテクストが掲げられており，解読結果は筆者のもの

　と同一である。

2）　TUrk　islam　Sanatlari　Hat　Dergisi，　Hattat　Kronolojisiの情報による。

　http　：　／／www．　hatdergisi，　com／HAT9’020DERGO／oC49／oBOS96C490X　BO／hattatiar－kronoiojisi．　htm
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ey　eden　bir　iki　gUn　dUnya　seraymda　mekan　／　cay－i　asayis　degildir　ademe　mUlk－i　cihan　／／　Han

Suleymdna　olup　mi‘mar　bu　merd－i　gUzin　／　yapdi　bir　cami‘　verir　firdevs－i　a‘12dan　nisan　／／

emr－i§ahiyle　qilup　su　yollarma　ihtimdm／Hidr　olup　ab－i　hayati‘21eme　qlldl　revan／

Cekmece　cis血e　bir　taq－i　mu‘alla　gekdi－kim／‘aynldlr　ayine－yi　devrande§ekl－i　kehke§an　／／

qildi　d6rtyUzden　ziyade　mescid－i　‘ali　bina　／　yapdi　seksen　yerde　cami‘　bu　‘aziz－i　karddn　／／

yUzden　artuq‘UmrU　sUrdi‘2qibet　qlldl　vefat／yattugl　yeri　hUda　qilsun　anln　bag－l　cinan／

rihletinUn　s2‘i　da‘i　dedi　tarihini／geCdi　bu　demde　cih2ndan　pir－i　mi‘m盒ran　Sinan　969／

rahicUn　fatiha　ihsan　ede　pir－U－cevan

　（日本語訳）

　おお，現世という宮殿に1，2日の宿りをなす者よ1人にとって世界の王権は安寧の場所

に非ず。この選ばれた男は，スライマーン・ハーンの建築家【ミイマール】となり，至高の

楽園を提示する，一つのジャーミウを造った。王命により水道を整備し，世界に命の水を流

すヒドルとなった。チェクメジェの橋【ジスル】に，時代の鏡に写る虹型の高いアーチを架

けた。400以上の高いマスジドを建設した。この技高き偉人は80箇所でジャーミウを造っ

た。100歳以上の生涯を過ごし，亡くなった。その寝所を神が彼の楽園の庭とするように。

彼が逝去の年代を，努める者，祈る者が言った。建築家の長者スィナーン，この時世を去っ

た。996年。老いも若きも彼の魂にファーティハを贈るように。

　（解説）

　この銘文は，7行からなるオスマーン・トゥルク語の韻文で書かれており（最終行の第8

行は半句で終わっており，この半句は通常の墓碑銘で使用される表現である。），使用された

韻律は長短長長／長短長長／長短長長／長短長のラマル韻である。最終の7行目後半の半句に

ある（のし3・のIJL・XA凋山亭。i・“Pt　6単）「建築家の長者スィナーン，この時世を去った」

の部分をアラビア文字アブジャド順のクロノグラムで読めば，996（1587／8）年という彼の

没年が示される。

　この銘文中では最初の行の「1，2日」と対照的に，400，80，100などの数字がいずれも

トゥルク語の数字で表現されているが，その数ある作品の中でも「チェクメジェの橋」が固

有名詞として唯一挙げられているのは，スィナーンの数多い，また優れた作品の中でもこの

橋がとりわけ卓越し，また名高いものであったことを示している。銘文中に現れる，スィ

写真6
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ナーンを云えた「盤界に命の水を流すヒドル」という表現は，イスラーム世界におけるアレ

クサンドロス伝説にも登場する「生命の泉」に・辿り着いた男ヒドルにまつわる伝説に由来す・

るものである［山中2009：163－164］。

3石造橋についてのzヴリヤー・チ：レビーの記録

　18世紀のオスマーン朝の旅行家エヴリヤー・チェレビーは，その旅行記3切中で，ブユ

ク・チェクメジェの石造橋について何度か雷及しているが4｝，この石造橋について次のよう

な描写を残している。

　　　大チェクメジェ（Gekmece－yi　Kebir）の見事な橋梁【ジスル】の描写

　　この湖に架かり，創建したのはスユレイマーン・ハーンである。完成できず，セリー

　　ム・ハーン2世が，コジャ・ミイマール・スィナーンの手で完成させた。全部で26

　　の虹のようなアーチは天に届くほどで，その一つ一つが虹のごとくである。北から南へ

　　の長さはきっかり1ミールである。山を穿つフェルハード（Ferh2d－i　knhken）の墾の

　　手で劇られ，磨き込まれた石で建造された堅固な橋であり，オスマーン朝の国土

　　（memalik－i　A1－l　tOsman）において，　Geyveの橋5＞，　Osmancikのアーチ橋6），アマスヤ

　　の橋7），Batmanの橋8），　Goban橋，　Altun　Halkah橋，ル心身リではVi§egradの橋91，

　　Mostarの橋10）のような橋に似ており，無類の立派な，丈高い橋である。これもまた

3）本稿で用いた10巻本テクスト［EvliNdi　Celebi　Seyahatndimesi］はTopkapi　Sarayl　MUzesi

　KrktUphanesi，　B嬉dad　K：6SkU　304，305，306，307，　308，　Revan　1457などの写本を基にラテン文字転写

　と索引を附したものである。

4　）　1．　Kitap，　ed．　Orhan　＄aik　G61gyay　（1996），　p．　66　；　3．　Kkap，　eds．　Seyit　A3i　Kakraman　＆　Yttcel　Dagli

　（1999），　p．　169　；　5，　Kitap，　eds，　Seyit　Ali　Kahraman，　YUcel　Dagh　＆　lbrahim　Sezgin　（200！），　pp．　170，

　289　；　6．　Kitap，　eds．　Seyit　Ali　Kahraman　＆　YUcel　Dagh　（2002）　p．　293．

5）　イスタンブル東方にあるAdapazariの薗方，サカリや河に臨む町。この町にはスルターンTバー

　ヤズィード2世時代の901（1495／6）年に完成した石造橋がある。この橋についてはCuipan　1975

　£116－119］に橋とその創建年代を記した石板銘文についての解説がある。銘文はTtlfekgio墓lu

　2001〔446－450］にもテクストが採録されている。

6）　アナトリア申北部Corumの北方，クズル・ウルマク（赤い河）申流に臨む町。この町にはス

　ルターン，バーヤズィード2世時代の889年シャアバーン月（1484年8－9月）年に完成した石造

　橋がある。Culpan　1975［112－！15コに橋とその創建年代を記した石板銘文についての解説がある。

　銘文は上掲TUfekgioglu　200！［437－440］にテクストが採録されている。

7）　アナトリア中北部アマスや市内を貫流するイェシル・ウルマク（緑の河）に架かる僑〔Culpan

　1975：75－76］。最も規模の大きな通称K：uS　K6prUsUはセルジュク朝畠に造られたものらしいが，

　銘文等は残っていない。

8）　アナトリア南東部，デ4ジラ（ティグリス〉河の支流のひとつの名であるBatman　Suyuに架か

　るMalabadi　KOprUsUのこと。　Gulpan［1975：40－44］によれば，残っている銘文の一部から542

　（1147／8）年アルトゥク朝時代に造られたことが分かるという。

9）　ルーメリ（バルカン半島側）地方，ボスニアの町。Gulpan［1975：！64－166］によれば，ムラー

　ド3世時代の985（1577／8）年に大宰相ソコルル・メフメド・パシャが建築家スィナーンに命じ

　てこの町を流れるドリナ河上に造らせたもの。ユネスコ認定世界文化遺塵。

10）　ルーメリ地方，ヘルツェゴヴィナの中心都市。（⊇ulpan［1975：164－166］によればスライマーンノ



トルコ共和国イスタンブル西郊ブユク・チェクメジェ石造橋についての覚書 63

　　ルーメリへ往来する者たちが通過する，為事な大橋梁である。大変に幅が広く，海陸を

　　旅する者たち全ての間で，世に名高い連続するアーチ橋（qantara－yl　taq－1　revaq）であ

　　る。橋の中央，白大理石上に，カラピサーリー・ハサン・チェレビーの霊跡で，オス

　　マーン家の父視の名前と共に，「アラブとアジャムの諸国のスルターン，スルターンの

　　子のスルターン，スルターン，サリーム・ハーン・イブン・スルターン・スライマー

　　ン・ハーン・イブン・某・某，その最後はオスマーン家まで」と書いている。実に大理

　　石を刻む棟梁が大理石の上に書き，刻んでいるが，現在，我々の時代の棟梁たちは，そ

　　れに難や錐を入れることは出来ない。この魔法の痕跡の文字の下に書かれているのは，

　　橋の建造年代である。

　　　フダーイーがその時年代を回った。セリーム王が水上にこの橋を造った。975年。

　　もうひとつの年代：橋の事業が完成した。975年。汐ダーイーのもうひとつの年代：

　　スルターン，セリームがスユレイマーンの橋を完成した。975年。

　　架橋にかかった費用は，11，473，853アクチェが費やされた。｝ll）要するに，全ての橋の

　　描写においてErgene橋の称賛に次いで，チェクメジェ橋が世に褒め称えられ，世に名

　　高いのである。平安あれ。［3．K：itap，　p．169］

　この記述は，大チェクメジェの石造橋を描写しながら，この石造橋はオスマーン朝領土内

のGeyve，　Osmancik，　Amasiyye，　Batman，　Viseg1’ad，　Mostar，　Ergenei2＞等の橋と並ぶ著名な建

造物であるとしている。しかし，この記述の申には幾つかの不正確な内容があり，まず「北

から南への長さはきっかり！ミールである」というのは明らかに誤りである。この石造橋は

ブユク・チェクメジェのマルマラ海への開ロ部に近く位置し，南北ではなく，東西方向に架

かっている。現地を訪れたことがある者にとっては，一醸瞭然であり，その長さも630m

余であり，「1ミール」すなわち1マイル（≒1．6km）にはるかに及ばない。エヴリヤー・

チェレビーの引用している大理石上の銘文の内容も極めて粗雑で，アラビア語文　トゥルク

語文の両方を書いた人物の名は「ダルヴK一シュ・ムハンマド」と両方の銘文末尾に明記さ

れているにもかかわらず，「カラピサーリー・ハサン・チェレビー」13／の筆跡であるとして

いるのは全く合点がいかない。上述のように，この銘文の筆者がアフマド・カラピサーリー

の弟子であったことは確かなようだがtアフマド・カラヒサーリーの養子であったというハ

＼　！世時代の974（！566／7）まi三に建築家ハイレッディーンに命じてこの町を流れるネレトヴァ河上に

　造らせたもの。ユネスコ認定世界文化選別。

11＞　i｝の部分は，欄外に書かれたものをt他の写本との照倉などを経て，テクストに継み入れた

　　ものであるという。

12＞Evli）］di　Celebi　Seyahatndimesil〔5，　Kltap，　pp．170綾71］にこの橋の記述があるが，それによれば，

　　この橋は東トラキアのUzunk6prttに当るようである。　Qulpan［1975：98－105］によれば，この橋

　　にはムラード2世時代の847（1443／4＞年に竣工したことを承すアラビア語0）石板銘文が残され

　　ている。

13＞　この人物は，イスタンブルのスユレイマニイェ・ジャーミイ入口上方の石板銘文の筆看「ハサ

　　ン・プン・アフマド・カラピサーリー」として知られている［井谷2009：銘文⑦の解説3。



64 井　谷　鋼　造・岩　本　佳　子

サンとは別人である。また，Xヴリヤー・チェレビーがドオスマーン家の父祖の名前と共に，

「アラブとアジャムの諸国のスルタ～ン，スル型置ーンの子のスルターン，スルターン，サ

リーム・ハーン・イブン・スルターン・スライマーン・ハーン・イブン・某・某，その最後

はオスマーン家まで」と書いている」というのは，Xヴリヤー・チェレビーがこの石板銘文

を精確に読めなかったことを示す証拠としか理解できないのである。

　エヴリヤー・チェレビーの旅行記の記事には著作当時のオスマーン朝領土内で有名な橋の

列挙など有益な情報もあるが，以上に取り上げたように，その内容は検証を要するものが多

く，それらはこの旅行記の内容を参照・利用する者が具体的に調査，検討しなければならな

いということを示している。

お　わ　り　に

　以上，本稿ではブユク・チェクメジェ石造橋の創建にかかわる三つの石板銘文の内容を紹

介し，併せてエヴリヤー・チェレビーの旅行記の記録を覚書として挙げてみた。それぞれの

記述は簡単で，それらが特に大きな歴史的意義を有するわけではないが，現在も優美にして

堅固な姿を留めるブユク・チェクメジェの石造橋14）は，世界的な文化遺産として第一級の規

模と歴史を有するものであ17　，大建築家スィナーンの設計・構想により，オスマーン帝国の

最盛期を象徴する壮大な建造物として歴史的な価値が高いと言ってよい。また，この石造橋

が単なる歴史的な遺物としての意味だけでなくT歴史的な大都市イスタンブル（クスタン

ティニーヤ）とルーメリ各地を結ぶ，軍事的，経済・産業的な物資や人の流れの結節点と

なったという意昧で重要な役割を担っていたことは書うまでもない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井谷鋼造）

1［　オスマーン朝文書史料にあらわれるブユク・チェクメジェ橋

　1問題の所在

　スィナーンの傑作の一一つに数え上げられるブユク・チェクメジェ橋をめぐっては，良好な

状態で保たれた銘文史料やスィナ～ンの伝記を史料とした多くの先行研究が存在する。それ

らの研究により，ブユク・チェクメジェ橋の建造がオスマーン朝三主スレイマーン1世（在

位1520も6年）により命じられ，スィナーンの指揮で975年（1567－68年）15＞に建造が完了

したことが明らかとされてきた［Culpan！975：142－47；Eyice　1992b］。

　しかし，先行する研究が必ずしも明確に述べていないこともいくつか残されている。例え

14）現在，この石造橋の蘇方，マルマラ海沿いに新しい鉄僑が架かっておil　，主要幹線交通路はそ

　ちらを通過している。

15）　以下，ヒジュラ暦（西贋）の順で表詑する。
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ば橋の建造が始まった年については，スレイマーン1世により建造されたことを指摘する

ことでスレイマーン1世の治下であると大半の先行研究は推察するのみである。唯一，コン

ヤルは「ブユク・チェクメジェにあるミイマール・スィナーンの傑作である橋の建造は，

1566年に偉大なるスルターン・スレイマーンがシゲトヴァルZigetvar遠征へ行く際に始め

られたという16｝。」と述べているのみである［Konyah　1963：3234］。これは，叙述史料，銘

文史料ともに建造の開始年については何も述べていないためである。このように，叙述史料

と銘文史料からは未だに解明されていないことがブユク・チェクメジェ橋には残されている。

　そこで本章では，先行研究ではほとんど利用されていない史料17｝であるオスマーン語文書

史料を用いて，「ブユク・チェクメジェ橋の建造」がスレイマーン！世，セリーム2世治下

のオスマーン朝の中でどのような意味や重要性を持っていたのかを考察する。

　2　史料と研究の手法

　本稿では，枢機勅令簿mUhimme　defteriと呼ばれる史料を主に用いる。枢機勅令簿の大

半は首網府オスマン文書館の枢機勅令簿フォンドに収録されている。この枢機勅令簿はかつ

ては「御前会議霊要議事録」と邦訳されることもあったが，実際には，オスマーン朝の最高

の意思決定機関である御前会議dlvan－i　hUmayGnで決定された命令について，宛先，発布

に至る経緯とその内容，発布日を記した勅令の概要記録簿である［Emecen　2005；澤井

2006；高1公2005］Q

　本稿では，ブユク・チェクメジェ橋の完成年前後に作成された973年（1565－66年）作成

MHM　d．5，972年（1564－65年）作成MHM　d．6圭8＞，975－76年（1567－69年）作成MH：M　d．

7の計3冊の枢機勅令簿の中に登場するブユク・チェクメジェ橋関係の命令を」9いた19｝。

3枢機勅令簿に見るブユク・チェクメジェ橋建造関連命令

　3－1　建築資材の調達

　枢機勅令簿の中で，ブユク・チェクメジェ嬌建造に関する最初の命令は972年ズルヒッ

ジャ月3臼（1565年7月2日）に，黒海沿岸の町であるアフヨルA恥oh20｝郡のカーディー

！6＞　スレイマーン！世最後の親征であり，スレイマーン1世が陣中に没することになるハンガリー

　のセゲト遠征を指す。トルコ語名はシゲトヴァルもしくはジゲトヴァル。セゲトの町は974年ム

　ハッラム月18日（1566年8月5日）からオスマーン軍の包囲を受け，9月5［ヨにオスマーン朝へ

　降伏した。

17）唯一，トゥールルが橋の建造にかかった費用を1944年現在の貨幣勲：確に換算するために，文書

　史料を周いている［Tu露ru31944：114］。

18）　番号とは逆に，MHM．　d．6はMHM．　d．5よりも作成年が！年古い。

19）四相府オスマン文書館勝蔵枢機勅令簿より古いトプカプ下酒博物館附属文書館および國書館所

　蔵枢機勅令簿も確認したが，ブユク・チェクメジェ橋に関する勅令は確認できなかった。

20）現ブルガリア領ポモリエ。
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宛に出された命令［MHM、　d．6：hkmmO．！337；MHM．　d．6－2（tr．）：287］2Dである。

　　（前略）以前に，水道の重要事のために，マスト用の材木（サビナビャクシン）

　　vUdrUnar22）が重要かつ必要であったために，その長さは15ズィラーウ23）（腕尺），太さ

　　は5パルマク（指尺）24｝，その平坦さyaSSilllcは7パルマクのマスト用の材木を切り出

　　させるよう，我が伝令GaVUSの二二ルとともに，一定額の金akgeが送られた。我が命

　　令に従って，306本のマスト用の材木が切られ，用意と準備を行ったという。現在，建造

　　される予定のブユク・チェクメジェ橋の重要事BUgitkgekmece　k6pUsUnii　mwhimmatl

　　のために，急いで跣に］述べたマスト用の材木を運んでくることは重要である。よっ

　　て私は以下のように命じた。

　　　我が崇高なる宮廷のしもべの内，我がしもべのイスケンデルが到着したら，［先にコ

　　述べたマスト用の材木は山本あるのか，それぞれの木の長さ太さ平坦さはどの程度か，

　　その全てが同じ種類［の木］か，そうでなければたくさんの種類［の木］があるのかを

　　知らせるように。種類ごとに記録して台帳に記した後は，遅延や遅滞がないように，到

　　着した2匹の馬を船に乗せ，［その場に］ある［材木］を日雇い労働者reRcperが船に

　　乗せて，その［記録を記した］台帳と前述の我がしもべ£イスケンデル⊃と一緒にブユ

　　ク・チェクメジェの港に送るように。（後略）

　f現在，建造される予定のb21iya　bina　olunacakブユク・チェクメジェ橋」という表現から，

ブユク・チェクメジェ橋の建造開始年は，972年（1565年）かその前と推察できる。972年

は，スレイマーン1世がシゲトヴァル遠征を行うために命令を数度，発布した時期［MHM．

d，　6：　hkm．　no．　271，　393，　！383　；　MHM．　d．　6－！　（tr．）　：　151，　2！3－！4；　MHM．　d．　6一一2　（tr．）　：　315－16］

でもあり，遠征と橋の建造との関わりが示唆されよう。

　さらに，橋の建造に必要な材木として，おそらくはバルカン山脈の森に生えるビャクシン

の大木を切り出し，黒海沿岸まで運び出していたこと，切り出された材木はオスマーン朝の

中央から派遣された役人の指揮下で，橋の建設現場まで海路で運ばれていたと分かる。

　材木については，973年ラビーウ1月！4日（1565年！0月9日）発布命令［MHM　d，5：

hkm．　no，　472〕でも言及されている。ここでは，橋の建設に使うための材木を運ぶために，

ルーメリ州フィリベFilibe251にいるラクダを供出するよう命じている。！6世紀のオスマーン

2圭）　参照のため，枢機勅令簿に付されている命令番丹をhkm，　no．と略記してコロンの後に記した。

22）burdinar，　bordinar，　blrnarとも。船のマストもしくはマストに使う丈夫でまっすぐな木材。一

　説にはサビナビャクシンfuniPerus　sabina［Daakoff　2008：76］。1隻のガレー船を建造するために

　は9メートルの高さのビャクシンの材木が必要であったという［Bostan　2005：203－04］。枢機勅

　令簿にも船の建造に関する命令の中でこの語はしばしば登場する。

23）　アルシュンの別名。H寺代と地域により異なるが，約65－76センチメートル。15アルシュン／

　ズィラーウは約圭Oメートル。

24）　アルシュン／ズィラーウの24分半！。約3センチメートル。5パルマクは約15センチメーートル。

　7パルマクは約2！センチメートル。

25）現ブルガリア共和国領プロヴディフ。現在もオスマーン朝時代に建てられたモスクが町の中心／
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朝において，現在のブルガリアが橋を建造するための材木の供給基地になっていたことがこ

こからうかがえよう。

　石造橋であるブユク・チェクメジェ橋を建造するためには当然ながら石材が必要である。

973年ラビーウIII月！9日（1565年11月13日）にブナルピサルPlnarbi§ari26）のカーディー

に宛てて発布された命令では，橋の建材として石灰岩を焼いて石灰をつくるkireG　i厩雄こ

とが必要であるため，ソクチャク＄olsugal〈村の石灰工kiregqiを供出することを命じている

［MHM．　d．　5：　hkrn．　no．　245］　2”．

　3－2　建築労働者の徴閣

　橋の建造にあたっては，石灰や材木の用意，運搬以外にも多数の人が動員されていた。橋

建造のための労働者確保に関する命令は，上記の命令以外にも存在する。

　973年シャアバーン月7臼（1566年2月27日）には，ヴィゼ28）・ユリュクのスバシVize

Y6rUkleri　subaS129）のピーリー管無下にあるジャンバズcanbaz，タタールtatar，ユリュク

y6rUkにチェクメジェの橋の奉公Gekmece　k6pri膨metiに来ることが命じられた［MHM．

d．　5：　hkm．　no．　1102］o

　また，973年ラマダーン月16E（1566年4月6日〉発布命令［MHM．　d．　5：hkm．　nO．1379］

では，チェクメジェで建造される橋の奉公にヤヤyayaやミュセッレムmUse｝lemを供愚す

るように命じている。

　この記述の中に登場するジャンバズ，ユリュク，タタール，ヤヤ，ミュセッレムは，いず

れも諸税の免税と引き換えに，オスマーン朝の命令や指揮に従って，遠征への参加，大砲や

砲弾の輸送と製造，造船といった，必要に癒じて様々な仕事に従事する奉公役の集団である

［Dogru　1990；G6kbilgin　l957；岩本2012；岩本20！4］。

　ブユク・チェクメジェ橋の建造のためには，木材や石材といった建材やその建材を扱う職

人，さらに労働力を提供する奉公役の集団が，バルカン半島の近隣地域各地から集められて

いた。ブユク・チェクメジェ橋の建造は，オスマーン朝の様々な人々と資材を投入した一大

事業であったのである。

3－3橋完成後のブユク・チェクメジェ

976年レジェプ月7日（1568年12月26EI）つまりブユク・チェクメジェ橋の完成後に発

X
a　　にあり，多くのトルコ系住人が住んでいる。

26）　クルクキリセ，エディルネの策に位遣する郡。

27）現在もクルクラレリ県では，ブルガリアから伸びるストランジャ山地の南麓一帯に石灰岩の鉱

　床がある。

28）現トルコ共和圏領クルクラレリ県ヴィゼ市。

29）都市の治安維持役，各郡の郡都規模の町の執政官などの様々な役職をつとめ，戦時にはティ

　　マールを受給する騎兵sipahiを率いて遠征へ向かう役職。
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布された命令［MHM．　d．7：hkm．　no．8；M｝｛M．　d．7－1（tr．）：4］は，ヤンボルYanboh301，ド

ブルジャT（D）obruca3V，アクタヴAktav・タタールをチェクメジェ橋での奉公に出動させ

るよう命じている。ブユク・チェクメジェ橋は完成直後に洪水で橋の一部が破損し，スィ

ナーン指揮のもとで橋の修理を行った［Eyice　1992b］。おそらくこの橋の修理に上記のタ

タールは呼び出されたのであろう。

　975年ラビーウ1月27日（1567年！0月1日）に発布された命令では，セリーム2世がイ

スタンブルからエディルネに移動するにあたり，ブユク・チェクメジェの宿場isonakに小

麦や牧草を準備することが命じられている〔MHM．　d．7：hkm．　no．287；MHM．　d．7－1（tr．）：

147－48］。この他，975年ラジャブ月22臼（1568年1月22日）発布命令でも，ブユク・

チェクメジェはサファヴィー朝使節の宿泊場所となっている［MHM　d．7：hkm．　no，744，

746　；　MHM．　d．　7’1　（tr．）　：　362me63］．

　さらに，976年ジュマーダー1月23日（1568年12月13日）発布命令〔MHM．　d．7：hkm．

no。2629；MHM．　d．7－3（tr．）：325］では，ブユク・チェクメジェの商館hanには，50人の召

使091anがいると述べている。この商館は，スィナーンにより建造されたと言われており，

現存するブユク・チェクメジェ・キャラヴァンサライのことであろう［Eyice　1992a；YUcel

1971：99－！00］．

　橋が建造されたことで，ブユク・チェクメジェはイスタンブルとエディルネやトラキア西

部を結ぶ道の交通の要所としてその価値を高め，オスマーン朝はその維持と管理に気を配り

続けていたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩本佳子）

参考文献

Evliydi　Celebi　Seyahatndimesi，　1．一IO．　Kitaplar．　lstanbul．　1996－2007．

MH］L（E．　d．　：　Ba6bakaRlik　Osmanh　Arsiv“Mahimme　Defterleri　（A．　PVNSMHM，　d）　nr．　5－7，

MHM　d．6－1（tr．）：6抽〃フ刎zαZz腋～勧π耀1）efteri　（g72．／’LZ　564－65？　：δ2et　ve　7・ransle吻s加n　ve　b～defes，

　　　　！．　Anl〈ara，　1995．

MHM．　d．6－2（tr．〉：6NZfmarah　Mii励，2，？2e　Defteri　eg72／1564－1565］：Ozet　ve　Tγα，2sん吻s加72　ve

　　　　tndefes，　2．　Ankara，　！995．

MHM．　d．7－1　（tr．）　：　7　Arumaralz　Mabhimme　Defteril　（975－976／1567－1569」：　Ozet－Tra7rsferiPsyon－

　　　　indefes，　1．　Ankara，　1998．

MHM　d．7－3（tr．）：7八fU」narali随砺ア7〃ne　D瞬碗（975－976／1　5677－1569」　：（）2et一　Transle吻s）iO2z一

30）バルカン山脈の南麓にあたる。現ブルガリア領ヤンボル。同地にはオスマーン朝支配下で建て

　られたモスクが現在も残っている。

3！）黒海の北藤岸，ブルガリアとルーマニアにまたがるドナウ川下流のドナウ・デルター帯を指す

　地名eブルガリア語，ルーマニア語ではドブロジャ。



トルコ共和国イスタンブル西郊ブユク・チェクメジェ石造橋についての覚書 69

　　　　乃zdeles，3．　Ankara，1999．

Bostan，　t．　（2005）　KzZ’rele／i　ve　Yelkenli　Os」nanlz　Gemileri．　lstanbul．

Culpan，　Cevdet　（1975）　Ttirfe　Ta“　KdiPrzZ’leri　OrtaFagdan　Osmanlz　Devri　Sonuna　Kadar．　Ankara，

DaRkoff，　R．　（2eO8）　Evllydi　Celebi　Seyaliatndinzesi　Ofeuma　SO2／tigti　（YKY’de　1．　baski），　lstanbui．

Dogru，　H．　（！990）　Osmanlt　bnParatorl”｛？u’nda　Yaya－Mz’t’sel／em－Tayci　Te．sleilatz：　XV．　ve　XTU．

　　　　Yiizyt／cla　Sz｛ltan6nzZ’　Sancagz．　lstanbul，

EmeceR，　F．　M　（2005）　Osmanh　Divanmin　Ana　Defter　Serileri：　Ahkafn－i　Mlrf，　Ahkam－i　Kuytid－i

　　　　MUhimme　ve　Ahkam－i　Sikayet，　Tckrleiye　Ara，gtirmalarz　Literattir　Dergisi，　3－5，　107－39．

Eyice，　S．（！992a）B農ytikCekmece　Kervansarayi．　In：Tiirfeiye　Diyanet　Vakrk　fsgamんnsileioPedisi，6，

　　　　lstanbul，　519－20．

Eyice，　S．（1992b）BUyUkgekmece　K：6prUstt．　In：7’z〃雇yθ　、Diyanet　レ三二　tslam　Ansifelo／）edisi，6，

　　　　lstanbuL　520－2！，

Gdkbilgin，　M．　T．　（1957）　Rume／i’cle　Y21rabfeler，　Tatarlar　ve　Evldid－z　Fditilzdin．　istanbul．

1〈onyali，　r．　H．　（！963）　BUyukcekmece　K6prrksd．　ln　：　tstanbztl　Ansiklopedisi，　6．　istanbul，　3230－34，

TUfekcioglu，　AbdUlhamit　（200i）　Erleen　Ddinem　Osinanli　Mimarlsinde　lfaxz，　Ankara．

Tugrtt1，　N，　（1944）　BUyUkgekmece　KOprUst’i，　Arltitekt，　149　＆　！50，　I　I3－！4．

Yltcel，　E．（1971）BltyUkgekmece’de　TUrk　Eserleri．白々認α7エ）e7’gisi，9，95－106，

井谷鋼造（2005）トルコ共和国イスタンブル市内にあるファーテdフ・スルターン・ムハンマド聴代

　　　　のふたつの碑文響アジア文化学科年報護（追手門学院大学文学部）8．

井谷一二（2008＞歴史的なモニュメントの碑刻銘文資料が語るもの一西暦12－！5徴紀アナトリア

　　　　の場合　　　罫史林』91－L

井谷鋼造（2009＞オスマーン帝国0）モニュメントに残された刻銘文資料の語るもの　　酒暦！5－！7

　　　　世紀一『追手門学院大学国際教養学部紀要雌2．

岩本佳子（2012）ルメリのユリュクから征服者の子孫たちへ一一オスマン朝における「準軍人」身

　　　　分の「遊牧民」の成立と展閣一一『東洋史研究』71（3），三3！－56．

岩本佳子（2014）オスマン帯国の串の「タタール」一15から16世紀のアナトリアとバルカン半島

　　　　におけるタタールと呼ばれた集団についての一考察一杉山正明（編）蹴・ユーラシア

　　　　の東西を眺める盤京都大学大学院文学研究科，75－1！7．

澤井一回目2006）トルコ共和国総理府オスマン文書館におけるゼ枢機勅令簿Mtihimme　Defterijの

　　　　記述内容についての諸問題一16世紀後半に属する諸台帳を票例として一ilオリエン

　　　　ト遷　49（1），　165－84．

高松洋一（2005）オスマン朝の文書・帳簿と山回機構　林佳世子・桝屋友子（編）謬記録と表象

　　　　史料が語るイスラーム世界一選東京大学出版会，193－221．

由申幽里子（2009）響アレクサンドロス変相選名古曲大学出版会．

（井谷醐造　京都大学大学院文学研究科）

（岩本佳子　京都大学文学部非常勤）


